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きずな 

神が 結んだ 紲 は 解かぬ がよ い。 

わたしたち はや はりあの ヒ— スと 風の 

子で ありたい。 

ふるさと 遠く離れていても、 おお、 あ 

れ もまた あなたと わたしの ためだ。 

キ」 たぐに 

エニシ ダが、 かの 北国に 美しく 咲き匂 



の シンボル である その 眼に あらわれ、 また、 ふだんの 

行いの 中には、 もっと たびたび、 もっと はっきり、 あ 

ら われた のであった。 彼 は 自分に 対して は 厳格で、 自 

分 ひとりの 時には ジン 酒 を 飲んで、 葡萄酒 をが まんし 

た。 芝居 好きな のに、 二十 年 もの あいだ 劇場の 入口 を 

くぐった こと もなかった。 しかし 他人に はえら く 寛大 

で、 人が 元気に まかせて 遊び まわる の を、 さも 羨まし 

げに、 驚嘆す る こと もあった。 そして、 彼らが どんな 

窮境に 陥って いる 場合で も、 とがめる より は 助ける こ 

と を 好んだ。 「わたし は 力 インの 主義 * が 好きだよ、」 

と、 彼 はよ くこん な 妙な 言い方 をす るの だった。 「兄 



いるの は 内気な 人間の 特徴で あるが、 この 弁護士の 場 

合 もそう であった。 彼の 友人と いえば、 血縁の 者 か、 

でなければ ずう つと 永い 間の 知り合いであった。 彼の 

きずた 

愛情 は、 常春 藤の ように、 時と 共に 成長した もので あつ 

て、 相手が 友人と して 適当 だとい うわけ ではなかった。 

彼の 遠縁で、 有名な 粋人で ある リ チヤ ー ド. ェ ンフィ ー 

ルド 氏との 友情 も、 むろん そうして 出来た ものだった。 

この 二人が お 互いに 何 を 認める ことができた のか、 あ 

るい は どんな 共通の 話題 を 見出す ことができた のかと 

いう こと は、 多くの 人々 にと つて 解きが たい 難問で 

あった。 日曜日に 二人が 散歩して いるのに 出会った 人 



あるし、 街 全体の 調子が さっぱり していて 派手な ので、 

すぐに 通行人の 眼 を ひき、 喜ばせた。 

東へ 向って 行って 左手の、 一 つの 街 かどから 二 軒 目 

のと ころに、 路地の 入口が あって、 街並 は くぎられて 

いた。 そしてち ようど そこに、 気味の 悪い 一枚の 建物 

き：：' づま 

が 切妻 を 街路に 突き出し ていた。 その 建物 は 二階建で、 

一 階に 戸口が 一 つ ある だけ、 二階 は 色の あせた 壁 だけ 

で、 窓 は 一 つもな く、 どこ を 見ても 永い ことよ ごれ 放 

題に してあった 跡が あった。 ベル も ノッカ ー も 取 付け 

てない 入口の 戸 は、 いたんで 変色して いた。 浮浪 人 は 

その ひっこんだ 戸口へ の そりの そりと 入り込んで 戸の 



もちろん 僕 はどうに も 仕方がない。 紳士なら 誰 だって 

いざこざ は 避けたい の だからね、』 とね。 『金額 を 言い 

給え、』 と 奴 は 言いました。 で、 我々 は 子供の 家の 者の 

ために 奴から 百 ポンドせ びり 取る ことにしました。 奴 

は 明らかに いや だと 頑張りたかった らしい のです が、 

我々 みんなの 様子に は 何となく 危害で も 加えそう な 気 

勢が あつたので、 とうとう 折れて でました。 次 は その 

金 を 受け取る ことです が、 奴が どこへ 我々 を 連れて 

行った と 思います？ なんと、 それが あの 戸口のと こ 

ろなん です よ。 —— 鍵 をす つと 取り出して、 中へ 入り、 

やがて、 金貨で か れ ， J れ十ポ ンド ばかりと、 残額 をク ー 



「で 君 は、 人に 尋ねて みた ことがない の だね —— その 

戸 口の 家の， J と を？」 と アッタス ン 氏が 言 つ た。 

「ええ、 ありま せんよ。 ちょっと 遠慮し たんです、」 と 

いう 返事だった。 「もともと 僕 は 人の こと を 詮索す る 

のが 嫌いなん です。 そういう こと は 何だか 最後の 審判 

みたいで ね。 何 か 詮索 を 始める とします ね。 それ は 石 

を 転がす ような ものです よ。 こちら は 丘の 頂上に じつ 

と 坐って いる。 すると 石の 方 は どんどん 転がって 行つ 

て、 ほかの 石 を 幾つ も 転がす。 そして、 まるで 思い も 

よらぬ どこかの 人の よいお 爺さんが 自分のと この 裏庭 

で 石に 頭 を 打 たれて 死に、 そのために その 家族の 者 は 



一 つもない。 窓 はいつ も 閉めて あるが、 しかし 奇麗に 

なって います。 それから、 煙突が 一本あって、 大抵 煙 

が 出て いる こと。 だから、 誰かが あすこに 住んで いる 

に は 違いありません。 でも それ も 大して 確かな こと 

じゃあな いんです。 何しろ あの 路地の あたり は 建物が 

ぎっしり 建て 込んで いて、 どこが 家の 区切 かよく わか 

らな いんです から ご 

二人 はまた 暫く は 黙った まま 歩いて いった。 それ か 

ら r ェン フィ— ルド 君、」 と アッタス ン 氏が 言った。 「君 

の その 主義 はよ い 主義 だよ ご 

「ええ、 僕 もそう 思 つ て います、」 と ェ ンフィ —ルドが 



愉快な、 何だか とても 憎らしい ところが。 僕 はこれ ま 

でに あんなに いやな 人間 を 見た ことがあ りません が、 

それでいて それが なぜかよ くわから ない のです。 あの 

男 は どこか 不具に 違いない。 不具と いう 感じ を 強く 人 

に 与える のです。 もっとも、 どこが そうかと いう こと 

は 僕に も はっきり 言えません がね。 とても 異様な 顔 付 

きでした が、 それでいて 何 一 つ 並 はずれな ところ を挙 

げる こと も 実際で きないの です。 いやまつ たく、 僕に 

はとても 説明が つかない。 僕に は あの 男の人 相 を 言え 

ません。 といって 覚えて いない 訳 じゃあな いのです よ _ 

なぜ つて こ の 今でも 僕 は あの 男 を 思 い 浮かべ る h J とが 



科学 協会 会員 等なる ヘン リ— • ジ ー キル 死亡の 場合に 

は、 彼の 一 切の 所有 財産 は、 彼の 「友人に して 恩人な 

る エド ヮ— ド- ハイド」 の 手に 渡るべき こと を 規定し 

ている ばかりで はなく、 ジ ー キル 博士の 「三 力 月 以上 

に 亙る 失踪、 または 理由 不明の 不在」 の 場合に は、 前 

記 エド ヮ— ド • ハイド は 直ちに 前記へ ンリ ー • ジ ー キ 

ルの跡 をつ ぎ、 博士の 家人に 少額の 支払い をす る 以外 

に は 何らの 負担 も 義務 も 負わな くと もよ いこと を 規定 

していた。 この 証書 はこれ まで 永い 間、 弁護士の 不愉 

快の たねであった。 それ は、 弁護士と して、 また 人生 

の 穏健な 慣習 的な 方面の 愛好者と しての 彼 を 不快に さ 



「なるほど！」 と アッタス ンが 言った。 「君た ち は 共 

通の 関心で 結ばれて いるものと 僕 は 思って たの だが ご 

「そうだった のさ、」 という 返事だった。 「しかし、 も 

う 十 年 以上 も 前から、 へ ンリ— • ジ ー キル は あまり 突 

飛に なって きたんで、 僕に はた まら なくなつ たの だ。 

彼 は 変にな りかけ てきた の だ、 精神が 変にね。 勿論 僕 

は いわゆる 昔の 誼みで 今でも 彼の こと を 気に かけて は 

いるが、 このごろ はずつ と あの 男に めったに 会った こ 

とがない。 あんな 非科学的な でたら めば かリ 言わ れ て 

は、」 と 博士 はと つ ぜん 顔 を 真っ赤に して 言いた した。 

「デ ー モンと ピ シァス * だ つ て 仲が 悪くなる よご 



このち よつ とした 憤慨 はかえ つ て アッタス ン氏を 幾 

らか 安心 させた。 「二人 は 何 か 学問 上の ことで 意見が 

違った だけなん だな、」 と 彼 は 考えた。 そして、 もと も 

と 学問的 熱情な ど を 持 つてい ない (財産 譲渡 証書 作成 

のこと だけ は 別で あるが) 男な ので、 「ただ それだけの 

こと さ！」 とつけ 加えさえ した。 彼 はしば らく 友人の 

気がしず まるの を 待つ て、 尋ねようと 思 つ てきた 例の 

問題に 近づいた。 「君 は 彼が 世話して いる —— ハイド 

という 男に 会った ことがある かね？」 と 彼 は 訊いた。 

「ハイド？」 と ラニヨン がきき 返した。 「いいや。 そ 

んな男 は 聞いた ことがない。 これまで にね ご 



は つ きりして 恐らくす つ かりなくな つ てし まう だろう 

と 彼 は 考えた。 友人の 奇妙な このみ、 または 束縛 (ど 

ちらに 言っても いいが) に対する 理由、 また あの 遺言 

書の 驚くべき 文句に 対する 理由まで も、 わかる かも 知 

れ ない。 それに、 少なくとも、 それ は 見て おいて 損の 

ない 顔で あるだろう。 慈悲心 を 持たない 人間の 顔で あ 

り、 それ を 見た だけで、 あの 安つ ぼく 感動し ない ェン 

フィ— ルドの 心に、 忘れられない 憎悪の 念 をお こさせ 

たような 顔で あるから。 

その 時から だった、 アッタス ン 氏が 商店の 並んで い 

る 例の 横町に ある 例の 戸口の あたりへ 始終 行く ことに 



なった の は。 執務 時間 前の 朝で も、 事務が 忙しくて 暇 

が 少ない ひる 時で も、 霧の かかった 都会の 月光に 照ら 

されて いる 夜で も、 昼と なく、 夜と なく 人通りの 少な 

い 時で も 多い 時で も、 弁護士の 姿 は、 その 定めの 見張 

場に 見出された。 

「彼が ハイド 氏なら、 己 はシ— ク氏 になって やろう *」 

と 彼 は 考えて いた。 

そしてと うとう 彼の 忍耐 は 報いられた。 からりと 晴 

れ わたった ある 夜の こと、 空気 は 霜 を 結ぶ くらい 寒く、 

街路 は 舞踏室の 床の ように 奇麗で、 街灯 は、 それ を 揺 

がす 風 もない ので、 光と 影の 模様 を くっきりと 描いて 



騒々 しい どよめきから、 突然に はっきりと 聞こえて く 

る あの 奇妙な 感じに、 もうと つくに 慣れて いた。 しか 

し、 この 時 ほど 彼の 注意が 鋭く ひきつけられ たこと は 

前に は 一度 もなかった。 それで、 今度 こそ はどう も そ 

うらし いという 強い 迷信 的な 予感 を 抱いて、 彼 は 路地 

の 入口へ 身 を ひそめた。 

足音 はずん ずん 近づいて 来て、 街の 角 を 曲る と 急に 

一 そう 大きくな つた。 弁護士 は、 入口から うかがう と、 

自分の 相手に しなければ ならぬ 人間の 風 態が 直ぐに わ 

かった。 小男で、 じみな 服装 をして いて、 そんなに 遠 

くから 見て さえ も、 その 男の 顔 UZ: き は、 どういう もの 



「まあまあ、」 と アッタス ン 氏が 言った、 「それ はお だ 

やかな 言い方で はない ね ご 

相手 は 大きく 唸った が、 それが 獰猛な 笑いに なった。 

そして 次の 瞬間に は、 驚くべき 速さで、 戸口の 錠 を は 

ずして、 家の 中へ 姿を消して しまった。 

弁護士 は、 ハイド 氏に とり 残される と、 不安の 化身 

のように、 しばらく 突っ立つ ていた。 それから のろの 

ろと 街 をの ぼり 始めた が 〔# 「始めた が」 は 底本で は 「殆 

めた が 匕、 一 二 歩 ごとに 立ち どまり、 途方に 暮れて い 

る 人の ように 額に 手 を あてた。 彼が 歩きながら こんな 

に 考え込んで いる 問題 は、 難題の 部類に 入る 問題 だつ 



上の ものが 確かに あるの だ。 ほんと に、 あの 男 はどう 

も 人間ら しくない よう だな！ 何 か 穴居人の ような と 

ころが あると 言おう か？ それとも、 あの 昔話の フエ 

ル 博士の * ような ものだろう か？ それとも また、 忌 

わしい 霊魂から 出る 光が、 あのよう に 肉体から 泌み出 

て、 その 肉体の 形 を 変えた ものな のだろう か？ どう 

もそう らしい よう だ。 なぜなら、 ああ 気の毒な ハ 

リ ーニソ —キル、 もし わたしが これまで 人間の 顔に 悪 

魔の 相 を 見た ことがある とすれば、 それ は 君の 新しい 

友人の あの 顔 だ！」 

その 横町の 角 を 曲る と、 古風な 立派な 家の 集まった 



ねた。 

「見て 参りましょう、 アッタス ン さま、」 とプ— ルは言 

いながら、 客 を、 大きな、 天井の 低い、 気持の よい 広 

間に 通した。 そこ は、 床に 板 石が しいて あり、 かっか 

と 燃える、 むき 出しの 炉で (田舎の 屋敷 風に) 暖めら 

れ、 樫の 高価な 用箪笥が 備えつ けて あった。 「ここの 

暖炉の そばで お待ち 下さいます か、 旦那 さま？ それ 

とも 食堂に 明リ をつ けて さしあげましょう か？」 

「ここで 結構、 有難う、」 と 弁護士 は 言って、 その 高い 

炉 囲いに 近づいて、 それに 凭れ かかった。 今、 彼が ひ 

とり 取り残され たこの 広間 は、 彼の 友人の 博士の 得意 



にして いる 気に入りの 部屋であった。 そして アッタス 

ン 自身 もい つも は、 そこ を ロンドン じゅうで 一番 居 心 

地の よい 部屋 だと 言って いた。 しかし 今夜 は、 彼 は 気 

味が 悪くて ならなかった。 ハイドの 顔が 彼の 記憶に 重 

苦しく のしかか つていた。 彼 は (彼に は 滅多にな いこ 

とだが) 人生が 厭わしく 感じられた。 そして、 気が 滅 

入って いるので、 彼 は、 磨き立てて ある 用箪笥に 映る 

ちらちら する 炉 火の 光 や、 天井に 不安そう に 動く 影に 

も、 凶事の 前兆 を 見る ような 気がした。 やがて プ— ル 

が 戻って 来て、 ジ— キル 博士が 外出して いると いう こ 

と を 知らせた 時、 自分が ほっとし たの を 彼 は 恥ずかし 



「はい、 旦那 さま、 全く 信用して お い で で) J ざいます、 」 

とプ— ルが 言った。 「私 ども は みんな あの方の おつ 

しゃる 通りに しろと 言い つけられて おります ご 

「わたし は ハイド さんと 一 緒に なった ことがない と 思 

うが？」 と アッタス ンが 尋ねた。 

「ええ、 ええ、 おありで は ございません とも、 旦那 さ 

ま。 あの方 は 一 度 もこ こで 御 食事 をなさい ません、」 

とその 召使 頭が 答えた。 「実際、 私 ども はお 屋敷の こ 

ちらの 方で あの方 を 滅多にお 見かけ しないの です。 た 

いてい は 実験室の 方から 出入りなさい ますから ご 

「では、 さようなら、 プ ー ル。 - 



ね ご 

ジ ー キル 博士の 大きな、 立派な 顔 は 唇まで も 真つ 蒼 

になり、 眼の あたりに は 険しい 色が あらわれた。 「僕 

は それ 以上 聞きた くないの だ、」 と 彼が 言った。 「それ 

は 我々 が 言わな いこと に 約束し たこと だと 思う が ね。 」 

「僕の 聞いた の は 怪しからん ことなの だ、」 と アツ タ 

スンが 言った。 

「それにし たって 同じ こと だ。 君に は 僕の 立場が わか 

らな いんだよ、」 と 博士 は 何となく 辻 棲の 合わぬ よう 

な 様子で 答えた。 「僕 は 苦しい 立場に いるんだ よ、 アツ 

タス ン。 僕の 立場 は 大変 妙な II 大変 妙な 立場なん だ。 



注意 を ひいた。 そのいき さつ は 簡単な もので はあった 

が、 しかし 驚くべき ものであった。 テムズ 河から 遠く 

ない ある 家に ひとり 住まい をして いる 女中が、 十一 時 

ごろ 二階へ 寝に 行った。 夜な か 過ぎに は 霧が 全市に 立 

ち こめた が、 夜の ふけぬ うち は 雲 一 つなく、 女中の い 

る 家の 窓から 見下ろす 小路 は、 皎々 と 満月に 照らされ 

ていた。 彼女 は ロマン ティ ックな 性質だった らしく、 

窓の 直ぐ 下に 置いて あ つ た 自分の 箱に 腰を下ろして、 

夢の ような 物思いに 耽り 始めた ので ある。 その 時 ほど 

(と 彼女 は、 その 晚の 見聞きし たこと を 物語る たびに 

い つ て 涙 を 流しながら 言う の だ つ たが) 彼女が あら ゆ 



る 人々 と 睦まじく 感じた こ ともなく、 世間の こと を 親 

しみ を 以て 考えた こと もなかった。 そうして 腰 を かけ 

ている 時に、 彼女 は 一人の 気品の ある 白髪の 老 紳士が 

その 小路 を こちらへ 近づいて 来る のに 気がついた。 す 

ると また、 この 紳士の 方へ、 ごく 小柄な 紳士が もう 一 

人 やって来 たが、 これに は 彼女 を 初め あま リ 気に とめ 

なかった。 その 一 一人が 話 を 交す ことができる ところ ま 

で (それ はちょう ど 女中の 眼の 下であった) 来たと き、 

老 紳士の 方が お辞儀 をして、 大 そう 立派な ていねいな 

態度で 相手に 話しかけた。 話 をして いる こと は 大して 

重大な ことと は 思えなかった。 実際、 彼が 指さし をし 



ていた。 が、 彼 は 一言 も 答えず、 じれったくて たまら 

ない 様子で 聴いて いるよう であった。 それから 突然、 

彼 はかつ と 怒り 出して、 足 を どんどん 踏みつけ、 ス テツ 

キを 振り回し、 まるで 狂人の ように (女中の 言った と 

ころに よれば) あばれた。 老 紳士 は、 大 へん 驚いた よ 

うな、 また ちょっと 感情 を 害した ような 様子で、 一歩 

退いた。 それ を 見る と ハイド 氏 はすつ かり 自制 力 を 

失って、 老 紳士 を 地面に 殴りた おした。 そして 次の 瞬 

間に は、 猿の ような 凶暴 さで、 被害者 を 足で 踏みに じ 

り、 続けさ まに 打ちのめ したので、 骨 は 音を立てて 砕 

け、 体 は 路上に 跳ねとば された。 その 光景と もの 音の 



怖ろ しさに、 女中 は 気 を 失って しまった。 

彼女が 我に 返って 警官 を 呼びに 行った 時 は 二 時で 

あった。 殺害者 はとつ くに 行って しまって いた。 が、 

被害者 はめち やくち やに 傷つ けられて 小路の 真ん中に 

横たわつ ていた。 凶行に 用いた ステッキ は 何 かの 珍し 

い、 犬そう 丈夫で 堅い 木の もので あつたが、 あの 凶暴 

で 残忍な 力 を 揮った ために 真二つに 折れて いた。 そし 

て 折れた 半分 は 近くの 溝の なかに 転げ こんでいた。 I 

I 片方の 半分 はき つ と 殺害者が 持ち去 つ たのであろう。 

財布が 一 つと 金時計 一 つ、 被害者の 身に 着いて いた。 

が 名刺 も 書類 もな く、 ただ、 封 をして 切手 を 貼った 封 



馬車が 言い つけた 番地の 前に 停った 時、 霧が 少し は 

れて、 く すんだ 街 や、 けばけば しく 飾り立てた 酒場 や、 

低級な フ ラ ン ス式 料理店 や、 一 一 一 文 雑誌 ゃ安サ ラダ を 売 

る 店 や、 あちこちの 家の 戸口に むれ 集まって いる ぼろ 

服 を 着た たくさんの 子供た ちゃ、 朝酒 を 飲みに 鍵 を 手 

にして 出て きた いろんな 国々 の大ぜ いの 女た ちな どが、 

彼の 眼に 映った。 それから 次の 瞬間に は、 黄土の よう 

に 茶色の 霧が 再び その あたりに 下りて、 彼 を その 野卑 

な 周囲から さえぎって しまった。 そこが ヘン リ —- 

ジ ー キルのお 気に入りの 男、 正貨 二十 五 万 ポンドの 相 

続 者で ある 人物の 住居な のであった。 



その 老婦 人 さえい なければ 空 家で ある その 家 全体の 

中で、 ハイド 氏 はたった 二 室し か 使って いなかつ たが、 

そ の 一 一室 は 贅沢に よい 趣味で 家具 を 備えつ けて あ つ た。 

戸棚に は 葡萄酒が 一 ぱい 入って いたし、 食器 類 は 銀製 

だし、 テ— ブル かけ も 高雅だった。 壁に は 立派な 絵が 

懸 つていた が、 それ は (アッタス ンの 推測で は) なか 

なかの 美術 鑑識家で あるへ ンリ— . ジ ー キルからの 贈 

物であろう。 絨毯 は 幾重に もな つた 厚い もので、 色 合 

いも 気持の いい ものであった。 しかし、 この 時には、 

最近に あわてて ひっかき 回したら しい 形跡が いろいろ 

あった。 衣服 は ポケット を 裏返しに した まま 床の あた 



世間 普通の 観察者が そうで あるよう に、 言う ことが 

各々 ひどく 違って いた。 ただ 一 つの 点で だけ、 彼らの 

言う こと は 一致して いた。 それ は、 その 逃亡者が 彼 を 

目撃した 人た ちに 言うに言われぬ 不具と いう 妙に 深い 

印象 を 与えた という ことで あ つ た。 

£1 氏 D お. 

弓 《e 。 ほ 1、5-||- 

アッタス ン 氏が ジ— キル 博士の 家の 戸口へ やっと 迪 

リ 着いた の は、 その 日の 午後お そくであった。 彼 はす 

ぐプ— ルに 案内され て、 台所の 傍ら を 下り、 もと 庭園 



を 必要と しないの だ。 あの 男の こと は 君よりも 僕の 方 

がよく 知っている。 あの 男 は 大丈夫 なんだ。 全く 大丈 

夫なん だ。 よく 聞いて くれ 給え、 あの 男 はもう これつ 

きり、 決して 人の 噂になる ことはないだろう よご 

弁護士 は むずかしい 顔 をして 聴いて いた。 彼 は 友人 

の 熱病に 罹って いるよう な 態度が 気に入らなかった。 

「君 は あの 男の ことに は 大分 自信が あるよう だが、」 と 

彼が 言った。 「君の ために、 どうか 君の 言う 通りで あ 

るよう にと 思うよ。 もし 裁判に でもな ろう ものなら、 

君の 名前が 出る かも 知れん からね ご 

「僕 は あの 男の ことに は 十分 自 JUIg が あるんだ、」 とジ— 



どうな ろうと 僕 は 別に 気に かけち や いないの だ。 僕 は 

あの 男と はすつ かり 縁 を 切った の だから。 僕 はこの 忌 

わしい 事件の ために 自分の 評判が 幾らか 危険に 曝され 

て いる こと を 考えて いたの だ ご 

アッタス ンは 暫くの 間 考え込んだ。 彼 は 友人の 利己 

的な のに 〔# 「利己的な のに」 は 底本で は 「利己 発な のに 匕 

驚いた が、 しかし また それで 安心 もした。 「では、」 と 

彼 はやつ と 言 つた。 「その 手紙 を 見せ て 貰おう かご 

その 手紙 は 妙な 直立 体で 書いて あって、 「エド ヮ— 

ド. ハイド」 と 署名して あった。 それに は、 筆者 は、 

恩人 ジ— キル 博士 か ら 永 い 間 絶大な 恩恵 を 受けな が ら 、 



「そうだろうと 思 つ ていた、 」 と アッタス ンが 言った。 

「彼 は 君 を 殺す つもりだった の だ。 君は危 いところ を 

助かった の だよ ご 

「僕 は それより はもつ とずつ と 重大な 経験 をした の 

だ、」 と 博士 は 重々 しい 口調で 答えた。 「僕 は ある 教訓 

を 得た の だ、 —— おお、 アッタス ン、 何とい う 教訓 を 

僕 は 得た， ，1 とだろう！」 そう 言つ て 彼 はちよ つ との 間 

両手で 顔 をお おうた。 

帰りが けに、 弁護士 は 立ち止まって 一 言 二言 プ— ル 

と 言葉 を 交した。 「ときに、 今日 手紙が 届けられた そ 

うだが、 その 使いの 者 は どんな 人間だった かね？」 と 



の 間に は、 炉 からち ようどよ い 距離のと ころに、 地下 

室に 永い あいだ 日の目 を 見ずに 貯えて あった 特別に 古 

い 葡萄酒が ー罎 おいてあった。 霧 はなお も 霞んだ 巿の 

上に 翼 を ひろげて 眠って いて、 街灯 は 紅玉の ように か 

すかに 輝いて いた。 そして その 低く 深く 垂れ こめた 息 

詰る ような 霧の 中 を、 都会の 交通機関が 相 変らず 強風 

のよう な 音を立てて 大通り を 通って いた。 しかし 室の 

中は炉 火の 光で 気持が よかった。 罎の 中の 葡萄酒の 酸 

はとつ くの 昔に 溶解して しまって、 その 紫色 は、 年代 

を 経て やわらか になって いた。 ちょうど 窓の 色 硝子の 

色が 年月と ともに^ えてく るよう に。 そして 丘の 中腹 



うか？ それに、 ことに、 ゲスト は 手跡の 熱心な 研究 

家 だし 鑑定家 だから、 手紙 を 見せられても、 それ を 当 

然な 親切な ことと 考える だろう から。 その上、 その 事 

務員は 助言 をす る ことので きる 男で、 ああい う 奇妙な 

書面 を 読んで なんとか 意見 を もらさぬ こと はないだ ろ 

う。 そうすれば その 意見に よって アッタス ン氏は 今後 

の 方針 を きめられる かも 知れな い。 

「ダ ン ヴ ァ —ズ 卿の はお 気の毒な 事件 だね、 」 と 彼 は 

言った。 

「全く さようで ございます。 ずいぶん 世間の 同情 を ひ 

いてお ります、」 と ゲストと 〔# 「ゲストと」 は ママ U 答 



ベた。 「有難う ございました、」 と 彼 はよう やく その 両 

方と も 返しながら 言った。 「大 へん 興味の ある 筆跡で 

すご 

話が とぎれた。 その 間 アッタス ン氏は 心の なかで 悶 

えていた。 「どうして 〔# 「「どうして」 は 底本で は 「」 ど 

うして 匕 君 は それ を 比べた のかね、 ゲスト？」 と 彼 は 

突然き いた。 

「さようで、」 と 事務員が 答えた、 「少し 不思議な 類似 

点が ございま すので。 その 二つ の 手跡 は 多くの 点で 同 

一なん です。 ただ 字の 傾斜が 違って いる だけで ご 

「ちょいと おかしい な、」 と アッタス ンが 言った。 



に 違いなかった。 

一週間 後に ラニヨン 博士 は 病床に つき、 二週間と た 

たない うちに 死んで しまった。 大 へん 悲しんだ 葬式の 

すんだ 日の 晚、 アッタス ンは 自分の 事務室の 扉に 錠 を 

下ろし、 陰欝な 蠟燭の 光の 傍らに 腰 を かけて、 死んだ 

友の 手跡で 宛名 を 書かれ その 封印で 封され た 一 通の 封 

書 を 取り出して 前にお いた。 

「親展。 J • G • アッタス ンの 手に のみ 開封 さるべし、 

彼が 先立 ちて 死す る 場合 は 読まれず して 破棄 さ る ベ き 

こと、」 とそれ に はそう はっきりと 上書きし てあつた。 

そして 弁護士 は その 内容 を 見る の を 恐れた。 「わたし 



は 今日 一人の 友人 を 葬った。 これ を 見た ためにもう 一 

人の 友人 を 失うよう な ことにで もな つたら どうしょ 

う？」 と 彼 は 考えた。 しかし、 彼 はすぐ にこの 恐れ を 

不忠実 だと 反省して、 封 を 破った。 中にはもう 一通の 

封書が あって、 同じように 封緘し、 表に は 「ヘン リ— - 

ジ ー キル 博士の 死亡 乃至 は 失踪まで 開封せられ ざる こ 

と、」 と 記されて あった。 アッタス ンは 自分の 眼 を 信 

ずる ことができなかった。 そうだ、 失踪と ある。 ここ 

にも また、 彼が もうず つと 前に その 筆者に 返して し 

まった あの 気違い じみた 遺言書の なかに あつたよ うに、 

失踪と いう ことと へ ンリ ー • ジ— キルの 名前と が 結び 



つけられて いるの だ。 しかし、 あの 遺言書で は、 その 

考え は ハイドと いう 男の 陰険な 入れ知恵から 出て いた 

もくろみ 

のであった。 それ は 全く 余りに も 明白な 怖ろ しい 目論 

もくろ み 

〔# 「目論」 は ママ〕 を もって そこに 揷 入され たの だ。 と 

ころが、 ラニヨンの 字で 書かれた となると、 それ は ど 

ういう こと を 意味す るの だろう？ 禁止 を やぶ つてす 

ぐ さま この 不思議な ことの 底まで 探って みたい という 

強い 好奇心が おこった。 しかし 職業 上の 名誉と 亡き 友 

に対する 信義と は、 その 被 委託 者に とって 峻厳な 義務 

であった。 で、 その 包み は 彼の 私用 金庫の 一番 奥に そ 

のま まにして おかれた。 



に は、 これ も 永い ことで は あるまい ご 

「君 は あんまり 家の 中にば かりい 過ぎ るんだ、」 と 弁 

護士が 言った。 「外へ 出て、 ェ ンフィ ー ルド 君 や 僕の 

ように 血液の 循環 をよ くしなければ いけない。 (これ 

は 僕の 协 弟で、 —— ェ ンフィ ー ルド 君 だ、 —— ジ —キ 

ル 博士 だよ。) さあ 来 給え。 帽子 を 持って きて 〔# 「持つ 

てきて」 は 底本で は 「持つ きて 匕、 僕たちと 一 緒に 元気よ 

く 散歩し 給え ご 

「御 親切 はまこと に 有難い、」 と 相手 は 溜 息をつく よ 

うな 声で 言 つ た。 「僕 もそう した いのは 山々 なんだ。 

が、 いや、 いや、 いや、 それ はとても できない の だ。 



ましょう、」 とプ— ルが 言った。 「この 一週間と いう も 

の は (あなた さま も 知って 頂きたい) その 人間 だか、 

何だか、 とにかく あの 書斎の 中に いる 者が、 夜と なく 

昼と なく、 何 か ある 薬 を ほしがって わめいて いるので 

ございます。 そして それが 気に入る のが 手に入れられ 

ない のです。 紙つ きれに 御 自分の 注文 を 書いて、 それ 

を 階段の 上に 投げ出して おくと いうの が、 時々 あの方 

の、 というの は 御主人の ことです が —— 癖でした。 こ 

の 週 は それば つかりだった のです。 ただ 紙ば かリ 出し 

てあつて、 ドア は 閉めつ きりで、 食事 さえ そこに 出し 

てお くと 誰も 見て いない 時に こっそりと 持ち込む、 と 



いった 風なん で。 でね、 旦那 さま、 毎日 毎日、 いや、 

一日に 二度 も 三度 も、 注文 や 小言が 出まして、 私 は 口 

ン ドン じゅ うの 薬 問屋 を 駆けずり回 されて いるの で) J 

ざいます。 私が 薬品 を 持って 帰る 度 ごとに、 いつもき 

まって、 これ は 純粋の 品で はない から 返して 来い とい 

う 紙と、 別の 店への 注文が 出る のでした。 その 薬が、 

何のた めです か、 旦那 さま、 とても ひどく 入用な よう 

でございます ご 

「その 紙と いうの をお まえ は どれ か 持って いるか 

ね？」 と アッタス ン 氏が 尋ねた。 

プ ー ルは ポケットの 中 を 探つ て 一 枚の 皺くちゃに 



なった 手紙 を 手渡した。 それ を 弁護士 は 蠟燭の 近くに 

身 を こごめて 注意 深く しらべ た。 その 内容 はこうな つ 

ていた。 「ジ ー キル 博士 はモ— 商会に 申し入れます。 

モ ー 商会の 今度の 見本 は 不純 品で J 博士の 目下の 目的 

に は 全く 役に は 立ちません。 一 八 年に J 博士 は M 

商会から かなり 多量 を 購入した ことがあります。 どう 

か 最も 念入りに 注意 して 探し だし、 同じ 品質の 物が 多 

少 でも 残って いましたなら、 それ をす ぐに J 博士の 所 

に 送って 下さい。 費用 は 問題でありません。 J 博士に 

と つて この 薬品 はこの 上 もな く 重要な ものな のです ご 

ここまで は 手紙 はすこぶ る 落着いて 書いて あつたが、 



よ！」 

「なるほど、 なるほど、」 と 弁護士が 言った。 「僕 もど 

う も そうじゃ ないかと 思う。 あの 二人の 関係から、 よ 

くない ことが 出来た のだろう、 —— よくない ことが 起 

こる にき まってい たの だ。 なるほど、 全く、 おまえの 

言 う 通り だと 思う。 気の毒に ハリ— は 殺された の だと 

僕 も 思う。 そして 彼 を 殺害した 者 は (何のた めだか、 

神 さま だけし かご 存じで はない が) まだ その 被害者の 

部屋に 潜んで いるの だと 思う。 よし、 我々 は復謦 をし 

て やろう。 ブラッド ショ ー を 呼んでくれ ご 

その 馬丁 は 呼ばれて 真つ 蒼に な つ てび くびく しなが 



たろう。 

室の ちょうど 真ん中に、 ひどく 扭じ 曲って まだ ぴく 

びく 動いて いる 一人の 男の 体が 横たわつ ていた。 二人 

は 爪先 を 立てて 近寄り、 それ を 仰向きに すると、 見え 

たの は エド ヮ ー ド. ハイドの 顔であった。 彼 は、 自分 

に は 大分 大き 過ぎる、 博士の 着る くらいの 大きさの 衣 

服 を 着て いた。 顔面 神経 はま だ 生きて いるもの のよう 

に 動いて いた。 が 生命 は 全く なくなつ ていた。 そして、 

片手に 持って いる 割れた 薬 びんと、 空中に 漂って いる 

苦 扁桃 水の 強い 臭いと によって、 アッタス ンは そこに 

倒れて いるの が 自殺者の 死体で ある こと を 知った。 



んな 綿密に 調べた。 物置 は どれ も 一目 見れば よかった。 

というの は、 どれ もみん な 空つ ぼだった し、 どれ もみ 

んな 戸から 埃が 落ちて くるの を 見ても、 永い こと 開け 

ずに おいてあった ことが わかった からで ある。 穴蔵 は、 

ほとんどが ジ ー キルの 前に 住んで いた 外科医 時代から 

の ものである、 壊れ かけた がらくた 物で 一杯に なって 

いた。 けれども、 戸 を 開けた だけで、 幾年 も 入口 を閉 

ざして いたまる で莛 のよう な 蜘蛛の巣が 落ちて きたの 

で、 それ 以上 捜して みても 何にも ならない こと を 知ら 

された。 生きて いるに しろ 死んで いるに しろ、 どこに 

もへ ンリ— . ジ ー キルの あとかた もなかった。 



「 マ J の 鏡 は い ろ いろ 不思議な - J と を 映した ので ござ い 

ますよ、 旦那 さま、」 とプ ー ルが 囁いた。 

「それに、 こんな 鏡が あると いう ことが 確かに 何より 

も 不思議 だよ、」 と 同じ 調子で 弁護士が 言った。 「な 

ぜ つて 言えば、 一 たい 何 だって ジ— キル は、」 —— 彼 は 

その 言葉に ぎょっとして 止めた が、 やがて その 気の 弱 

さに 打ち勝って、 二たい 何 だって ジ ー キル はこん な 

ものが 必要だった のだろう？」 と 言った。 

「全く さようで ございます ねえ！」 とプ— ルが言 つ た- 

次に 彼ら は 事務 用テ— ブルの 方へ 行った。 その 机の 

上に は、 きちんと 並べた 書類の 中に、 一通の 大きな 封 



筒が 一番 上に あって、 それに は 博士の 筆跡で アッタス 

ン 氏の 名が 書いて あった。 弁護士が それ を 開封す ると、 

数 通の 封入 書が 床に 落ちた。 第一 の は 遺言書で、 六 力 

月 前に 彼が 返した のと 同一 の あの 奇妙な 条件で 作られ、 

博士の 死亡の 場合に は 遺言状と なり、 失踪の 場合に は 

財産 贈与証書 となる ものであった。 しかし、 エド ヮ— 

ド • ハイドと いう 名の 代りに ゲ— ブ リエル • ジョン - 

アッタス ン という 名が 書いて あるの を 見て、 弁護士 は 

言うに言われぬ ほど 驚いた。 彼 はプ— ルを 見、 それ か 

らまた その 証書 を 見、 最後に 絨毯の 上に 横たわつ てい 

る 犯罪者の 死体 を 見た。 「頭が ぐらぐら する、」 と 彼が 



る 時には 私 は 失踪して いるでしょう。 どういう 事情 

によって か は 私に は 予想す る こと はで きないが、 し 

かし、 私の 直覚と、 私の 言い表わしよ うのない 境遇 

のす ベての 事情と は、 もう 終りが 確実で、 しかも 間 

近いと いう こと を 私に 告げる のです。 その 時には、 

行って、 先ず ラニヨンが 君の 手に 渡す と 私に 予告し 

ていた 手記 を 読んで いただきたい。 そして、 もし 君 

が も つ とよく 知りたい と 思うならば、 私の 告白 を 読 

んで 下さい。 

君の 価値な き 不幸なる 友、 

へ ンリ ー . ジ ー キル ご 



二人 は 階段 講堂の ドアに 錠 を 下ろして、 外へ 出た。 

そして アッタス ンは、 広間の 暖炉の あたりに 集まって 

いる 召使た ち をもう 一度 あとに 残して、 今 こそ この 謎 

をい よいよ 明らかにする であろう 一 一 つの 手記 を 読む た 

めに、 自分の 事務所へ とぼとぼと 帰って いった。 

ラニョ ン 博士の 手記 

今から 四日 前の 一 月 九日に、 私 は 夕方の 配達で 書留 

の 手紙 を 一通う け 取った が、 それに は 私の 同僚で あつ 

て、 古い 同窓で ある ヘン リ—. ジ ー キルの 手跡で 宛名 



が 書いて あった。 私 は 非常に 驚いた。 なぜなら、 我々 

はふ だん 手紙 を やりとり する 習慣 はまる でな か つ たし、 

実は、 私 は その 前夜、 彼と 会って、 彼と 一 しょに 食事 

をした の だし、 我々 の 交際で は 書留な どと いう 固苦し 

い 形式 をと るよう な こと は、 何 一 つ 考えられなかった 

からで ある。 その 内容と なると ますます 私 は 驚かされ 

た。 その 手紙に はこう 書いて あつたから である。 —— 

「 一 八 II 年 十二月 十日。 

親愛なる ラニヨン 君、 —— 君 は 私の 最も 古くから 

の 友人の 一人な のです。 そして、 我々 は 科学 上の 問 



しょに 君の 来る の を 待って いるでしょう。 それから 

私の 書斎の ドア を こじ 開ける ことにな つてい るので 

す。 そして、 君 は ひとりで 入って 行って、 左手の 硝 

子 張りの 戸棚 (E 文字の) を、 もし 鍵が かかって い 

たら 錠 を 壊して 開け、 上から 四 番目の、 あるいは (同 

じこと だが) 下から 三番 目の ひきだし を、 その 中身 

をす ベて そのままに、 抜き出して 下さい。 私 は ひど 

い 心痛の ために 君に 指図 を 誤り はしない かと、 病的 

な 不安 を 感じて います。 しかし、 たとえ 私の 言葉が 

間違って いるに しても、 君 は その 中身で その ひきだ 

し を 知る ことができましょう。 散薬と、 一 つの 薬び 



そして 私 を 救って 下さい。 

君の 友人なる 

H . J 

追伸。 これ を はや 封 じて しまつてから、 また 新し 

い 恐怖が 私の 心に 起こりました。 郵便局の 都合で 私 

の 思う 通りに ならず、 この 手紙が 明朝まで 君の 手に 

届かない という こと も、 ない とも かぎりません。 そ 

の 場合に は、 ラニヨン 君、 明日 中の 君に 最も 都合の 

よい 時に、 私の 頼んだ 用事 をして 下さい。 そして、 

夜の 十一 一時にもう 一 度 私の 使いの 者 を 待って 下さい。 



なにまで 書いて きた 願い を 捨てて置いたなら 重大な 責 

任 を 負わなければ ならない ことになる。 そこで 私 は 

テ ー ブルから 立ち上って、 貸 馬車に 乗り、 まっすぐに 

ジ ー キルの 家へ 走らせた。 召使 頭 は 私の 着く の を 待つ 

ていた。 彼 も 私のと 同じ 書留郵便で 指図の 手紙 を 受け 

取り、 すぐに 錠前屋と 大工と を 呼びに やった のだった。 

我々 がま だ 話して いるう ちに その 職人た ちが やって来 

た。 それで 我々 は 一緒に、 もと デン マン 博士の 外科の 

講堂だった 建物へ と 入って 行った。 ジ— キルの 私室へ 

入る に は (君 も 無論 知っている ように) そこから がー 

番 便利で ある。 ドア はごく 丈夫で、 錠 は 上等の もので 



あった。 もし 無理に 開けよう とすれば、 なかなか 厄介 

だろう し、 ひどく 破損 させなければ なるまい と、 大工 

は 言った。 それに 錠前屋 も 殆ど あきらめ かかった。 し 

かしこの 錠前屋の 方 は 器用な 男だった ので、 二 時間 も 

やって みたところ、 ドア は 開いた。 E という 記号の つ 

いている 戸棚の 錠 を 開け、 その ひきだし を 取り出して、 

それに 藁 を 一 杯に 詰め、 敷布に 包んで、 それ を キヤ ヴェ 

ン ディッシュ 広 辻へ 持ち帰って 来た。 

家へ 帰って から 私 は その 中身 を 調べに かかった。 散 

薬 はかなり 手際よ く 包んで あつたが、 調剤師の やる よ 

うなき ちんと したので はなかった ので、 ジ— キルの 手 



がつ いた。 ところどころに 簡単な 言葉が 日 づけに 書き 

こんであって、 大抵 はほんの 一語に 過ぎなかった。 総 

計数 百の 記入の 中で 「二倍」 というの がた ぶん 六 回 ほ 

どあった ろう。 また、 その リストの ごく 初めの 方に、 

幾つ もの 感嘆符 号 を 付けた 「全くの 失敗※ 〔# 感嘆符 三 

つ、 77-3 ヒ と いうの が 一 回 あ つ た。 このす ベ ての こと 

は、 私の 好奇心 を剌 激し はした が、 はっきりし たこと 

はまる で 解らなかった。 ここに、 何 かの チン キの 入つ 

た 薬 びんと、 何 かの 塩 剤の 入った 紙包みと、 何ら 実際 

の 役に立たなかった (残念ながら ジ ー キルの 研究の 多 

くの ものと 同様に) ところの 一 連の 実験の 記録と が あ 



彼の 顔つきと、 非常な 筋肉の 活動力と、 ちょっと 見て 

も 非常に 虚弱な 体質との 異常な 結合と、 それから —— - 

最後に、 と 言っても 前のに 劣らない の だが —— 彼の 近 

くにい ると 何となく 妙な 不安 を 感ずる ことで あつ た。 

これ は 悪寒の 初期の 症状に 幾らか 似て いて、 脈搏の ひ 

どい 衰えが 伴った。 その 時 は、 私 は それ を 何 か ある 特 

異質の 個人的な 嫌悪の ためだと 考え、 ただ その 徴候の 

ひどい の を 不審に 思った だけだった が、 その後、 その 

原因が 人間の 本性に もっとず つと 深く 存在して、 憎悪 

の 原理よりも もっと 崇高な、 何 かの 原則に よる もの だ 

と 信ずる ようにな つたので ある。 



この 男 は (入って 来た 最初の 瞬間から、 厭ら しい 好 

奇 心と でも 呼ぶ ょリ ほかに は 言いよう のない 気持 を 私 

に 起こさせ たので あるが)、 普通の 人が 着て いたなら、 

とてもお かしい ような 風に 衣服 を 着て いた。 というの 

は、 彼の 衣服 は、 服地 こそ 贅沢で じみな もので は あつ 

たが、 どの 部分の 寸法 もみな 彼に は 恐ろしく 大き 過ぎ 

て、 —— ズボン は 脚に だぶだぶ ぶら 下り、 地面に 引き 

ずらぬ ように 卷くリ 上げて あるし、 上衣の 腰のと ころ 

は臀の 下まで 来て いるし、 カラ— は 肩の 上に ぶざまに 

拡がって いるの だ。 ところが 不思議な ことに は、 この 

滑稽な 服装 を 見ても、 私 は 笑う 気になる どころ ではな 



私 は 彼が 死に はしまい か、 また 気が狂い はしまい かと 

驚いた ほどであった。 

「まあ、 気 を 落着け なさい、」 と 私 は 言った。 

彼 は 私に 恐ろしい 微笑 を 向けた。 そして 捨鉢の 決心 

を 固めた かの ように、 敷布 を 引き 除け た。 その 中身 を 

見る と、 彼 は ひどく 安心した らしく、 大きな しゃくり 

あげる ような 声 を 出した ので、 私 はび つくりして 坐つ 

たま ま 身動き もで き なくなった。 次の 瞬間に は、 もう 

よほど 落ちついた 声に なって、 「メ— トル. グラスが あ 

ります か？」 と 彼 は 尋ねた。 

私 はやつ とのこと で 座席から 立ち上り、 彼の 求める 



議 にも 思われ はしないだろう。 しかし、 わたし も 訳の 

わからぬ 御用 を y こまでして 深入りし たんです から、 

おしまいまで 見せて 貰う ことにしましょう ご 

「よろしい、」 とその 訪問者が 答えた。 「ラニヨン 君、 

君 は 自分の 誓った こと を 覚えて いるで しょうな。 これ 

からの こと は 我々 の 職業 上 秘密 を 守る ベ きこと なので 

す。 さあ、 君 は 永い あいだ 実に かた 意地な 唯 物的な 見 

方に とらわれて きたが、 そして 霊妙な 薬の 効能 を 否定 

して、 自分の 目上の 者た ち を 嘲笑して きたが、 —— こ 

れを見 給え！」 

彼はメ —， ^ル. グラス を 口に あてる と、 ぐっと 一息 



自分の 余命が 幾ら もな く、 自分が 死ななければ ならな 

いこと を 感ずる。 しかも 私 は 信じられ ぬままで 死ぬ で 

あろう。 あの 男が 悔悟の 戻さえ 流しながら 私に うち 明 

けた 悖徳 行為に ついては、 思い出しても ぞっとす る。 

私 は 一 つの こと だけ 言って おこう、 アッタス ン、 そし 

て それだけで (もし 君が それ を 信ずる 気になれれば) 

十分で あるだろう。 その 夜、 私の 家へ 忍び込んで 来た 

かの 人間 は、 ジ— キル 自身の 告白に よれば、 ハイドと 

いう 名で 知られ、 カル— の 殺害者と して 全国の 隅々 ま 

でも 捜索され ている 男な のであった。 

へ— ス ティ 1 • ラニヨン。 



この 事件 に関するへ ンリ ー • ジ ー キルの 委 

しい 陳述書 

私 は 一 八 II 年に 大 財産の 相続 者と して 生まれた。 

その上す ぐれた 才能 を 恵まれ、 生まれつき 勤勉な 性質 

で、 わが 同胞の 賢明な 人 や 善良な 人 を 尊敬す る こと を 

好んだ。 だから、 誰に でも 想像され るよう に、 名誉 あ 

る、 すばらしい 将来 を 十分に 保証され ていた。 だが、 

実のところ、 私の 一 ばん 悪い 欠点 は 抑える ことので き 

ない 快楽 癖だった。 それ は、 多くの 人た ち を 楽しませ 



の 道徳的 方面で だった。 しかも 私自身の 意識の 分野の 

中で 互いに 争って いる 二 つの 性質の どちら かが 自分で 

あると は つ きり 言える の は、 ただ 自分が 根本的に は そ 

の 両方で あるから である、 という こと を 知った。 だか 

ら、 私の 科学的 の 発見の 進行が そういう 奇跡 の 可能性 

を 少しも 暗示し ない 前から、 私 はもう、 愛する 白日夢 

として、 この 二 要素の 分離と いう 着想 を 好んで 考える 

ようにな つていた。 私 はこう 思った。 もし その 各々 の 

要素 を 別々 の 個体に 宿らせる こと さえで きたなら、 人 

生 は あらゆる 耐えられない ものから 救われる であろう _ 

正しくない 要素 は、 自分と 双生児の 一方で ある 正しい 



—— まだ 真暗で はあった けれども、 やがてもう 夜 も 明 

けようと していた。 私の 家の 者た ち はぐつ すリ 熟睡し 

ていた。 で、 私 は、 希望と 成功と で 得意に なって いた 

ので、 その 新しい 姿の ままで 自分の 寝室まで 行こうと 

決心した。 私が 裏庭 をよ ぎって 行く とき、 一晩中 眠ら 

ずに 見張り をして いる 星座 も、 今までに まだ 見た こと 

のない ような 種類の 最初の 生物で ある 私 を、 いぶかり 

ながら 見下ろし ていた ことであろう。 自分自身の 家の 

中 を 他人と なって、 私 は 廊下 を こっそりと 通った。 そ 

して 自分の 室へ やって きて、 初めて エド ヮ— ド- ハイ 

ドの姿 を 見た のであった。 



うど 善が 一方の 顔に 輝いて いるよう に、 もう 一方の 顔 

に は 悪が はっきりと 明らかに 書かれて いた。 その上、 

悪 (それ は 人間の 死 を 来たす 方面で あると 私 はや はり 

信ぜざる を 得ない ので あるが) は その 身体に も 不具と 

衰退との 痕を とめて いた。 それな のに、 鏡の 中に その 

醜い 姿 を 眺めた 時、 私 はなん の 嫌悪 も 感じないで、 む 

しろ 跳び 上る ような 歓びを 感じた。 これ もまた 私自身 

なの だ。 それ は 自然で 人間ら しく 思われた。 私の 眼に 

は、 それ は、 私が これまで 自分の 顔と 言い 慣れて きた 

あの 不完全な どっちと もっかぬ 顔よりも、 一そう 生き 

生きした 心の 映像 を 示して いたし、 一 そうはつ きりし 



て 単純で あるよう に 見えた。 そして ここまで は 確かに 

私の 考え は 正しかった。 私 は、 自分が エド ヮ— ド-ハ 

イドの 外貌 をつ けて いる 時には、 誰でも 初めて 私に 近 

づく者 は 必ず 明白な 肉体の 不安 を 感じな いで はいられ 

ない、 という ことに 気がついた。 これ は、 私が 思う の 

では、 我々 が 出 あう 人間 はすべ て 善と悪との 混り あつ 

たもので あるが、 エド ヮ ード • ハイド だけ は、 人類 全 

体の 中で ただ 一 人、 純粋な 悪であった からであろう。 

私 は 鏡のと ころに ほんのち よ つとの 間し かぐず ぐず 

していなかった。 まだ 第二の 決定的の 実験 を やって み 

なければ ならない の だ。 自分が もう 回復が できない ほ 



すべて は 違った 結果に なった に 相違ない し、 あの 死と 

生との 苦しみから 私 は 悪魔ではなくて 天使と して 出て 

来たであろう。 その 薬に は 何も 差別 的な 作用が なかつ 

た。 悪魔の ようにす るので も 神の ようにす るので もな 

かった。 その 薬 はた だ 私の 気質が 閉じ こめられ ている 

獄舎の 戸 を 震い 動かす だけであった。 すると、 あの 

フィリッパ ィの 囚人の ように *、 内に いた ものが 走り 

出る のであった。 その 時には 私の 徳性 は 眠って いて、 

野心の ためにず つと 目を覚ま していた 私の 悪が、 すば 

しこく 迅速に その 機会 を とらえた の だ。 そして 跳び出 

して 来たの が エド ヮ— ド- ハイドであった。 だから、 



私 はいまで は 二つの 外貌と 二 つ の 性格 を 持って はいた 

けれど、 一 方 はぜん ぜん 悪であって、 もう 一 方 はや は 

り 昔の ままの ヘン リ—. ジ ー キルで、 その 矯正 や 改善 

はとても 見込みがない と 私が とうに 知っている あの 不 

調和な 混合 体な のであった。 こうして 悪い 方へ とば か 

リ 向つ て い つたので ある。 

その 頃で さえ、 私 は 研究 生活の 味気な さに 対する 自 

分の 嫌悪の 念に まだう ち 勝って いなかった。 私 はや は 

り 時々 遊びたい 気分になる のであった。 そして 私の 遊 

楽 は (控え目に 言っても) 体面に かかわる もので あつ 

たし、 私 は 世間に も 十分 有名で、 大 へん 尊敬され てい 



無口で 横着な の をよ く 承知のう えで あの 女 を 家政婦と 

して 雇った。 一方、 自分の 召使 人 どもに、 ハイド 氏と 

いう 人 (その 人相 を 私 は 言った) は 広 辻の 私の 家で は 

思い通りに 勝手な こと をしても よいの だとい うこと を 

知らせた。 そして、 間違い を さける ために、 自分の 第 

二の 人格に なって、 訪問まで して 自分 を 彼らに よく 見 

せて おいた。 つぎに 私 は 君が あれほど 反対した あの 遺 

言 書 を 作った。 これ は、 もし ジ ー キル 博士と しての 自 

分に 何事が 起こっても、 私が 金銭 上の 損失 をう けずに 

エド ヮ —ド. ハイドの 身に なれる ようにす るた めで 

あった。 そして、 このように あらゆる 方面で 用心 堅固 



に 無慈悲であった。 へ ンリ ー • ジ ー キル はとき どき ェ 

ドヮ ード- ハイドの 行為に 対して 愕然とす る ことが 

あった。 しかし、 こういう 立場 は 普通の 法則から は 離 

れ ていたので、 うまく 良心の 手 を 弛めて いた。 罪の あ 

るの は、 要するに、 ハイドで ぁリ、 ハイド だけで あつ 

た。 ジ ー キル は 少しも 変り がなかった。 彼が 目覚めれ 

ば、 見たところ 少しも 損われて いない 元の 善良な 性質 

に 返る のであった。 彼 は、 それが できる 場合に は、 ハ 

イドの した 悪事 を 急いで 償おうと さえした。 こうして 

彼の 良心 は 眠って いたのであった。 

私が こんな 風に して 見過ごしに していた 悪行 (とい 



うの は 今でも 私 は 自分で それ を 行なった と は 認めが た 

いからで あるが) について は、 くわしく 記す つも リは 

ない。 私 はた だ 懲罰が 自分に 近づ いてきた 前 知ら せ と 、 

それが 一 歩 一 歩せ まつ てきた 順序と を 指摘す る だけに 

止める つもりで ある。 私 は 一 つの 事件に 出会った がそ 

れは 何も 大した ことに もなら なか つたから ちょ つ と 書 

いてお くだけに しょう。 ある 子供に 対する 私の 残酷な 

行為が 一 人の 通行人 を ひどく 憤らせた。 その 人が 君の 

親戚の 人で ある こと を 私 は 先日 知った の だが。 医者と 

その子 供の 家族と がその 人に 加わった ので 一 時 は 自分 

の 生命 も 危険で はない かと 心配した。 そして 結局、 彼 



素 を 調べ 始めた が、 そうしながら も、 時々 また 心地よ 

い 朝の まどろみへ 陥る のであった。 こんな こと をして 

いるう ちに、 目が 幾分 はっきり 覚めて いる 時、 眼が ふ 

と 私の 手に 止まった。 ところで、 ヘン リ ーニンー キル 

の 手 は (君 もとき どき 見た ように) 形 も 大きさ も 職業 

に ふさわしい ものだった。 大きくて、 しっかりして、 

白く、 奇麗な の だ。 ところが、 いま 私が 夜具に 半ばく 

る まりながら、 ロンドン 中部の 朝の 黄ろ い 光の 中に、 

十分 はっきりと 見た 手 は、 痩せて、 筋張って、 指の節 

が 太く、 色が 蒼 黒くて、 薄 黒い 毛が もじゃもじゃ 生え 

ていた。 それ は エド ヮ— ド • ハイドの 手であった。 



私 は あまりの 驚きです つかり 茫然と してし ま つ て、 

その 手 を 三十 秒 近く も じっと見 つめていたら しかった _ 

それから、 シム バル を 打ち合わせる 音の ように 突如と 

して 私の 胸の 中に 恐怖が 湧きお こった。 私 は 寝床から 

跳び出して 鏡のと ころへ 走って 行った。 鏡に 映った 姿 

を 見る と、 私 は ぞっとして 血が 凍った ような 気がした _ 

そうだ、 私 はへ ンリ— -ジー キルで 寝に つき、 エド ヮ— 

ド • ハイドで 目が 覚めた の だ。 これ はどう 説明したら 

よいだろう か？ と 私 は 自分に 尋ねた。 それから、 ま 

た 恐怖の ために 跳び 上りながら、 —— これ はどうして 

元 どおりに したら よいだろう か？ と 尋ねた。 朝 も だ 



身に 着けた。 そして すばやく 家の 中 を 通りぬ けたが、 

ブラッド ショ— がそん な 時刻に そん な 妙な 服装 を し て 

いる ハイド 氏 を 見る と 眼 を 円く して あとし ざり した。 

それから 十分 もた つと、 ジ ー キル 博士 は 自分の 姿に も 

どって いて、 暗い 顔色 をしながら、 朝食 を 食べる よう 

な 振り をして 着席して いた。 

食欲 はとても 少しし かなかった。 この 説明し がたい 

出来 ごと、 今までの 経験が このように 転倒した こと は、 

壁に あらわれた あの バビ ロニ ァの指 * のように、 私の 

受 くべき 審判の 文字 を 綴って いるよう に 思われた。 そ 

して、 私 は、 これまでよりも 真剣に、 自分の 二重 存在 



のよう な こと を 示して いるよう に 思われた。 つまり、 

私 は 少しずつ 自分の 本来の 善い 方の 自我 を 失って、 少 

しずつ 自分の 第二の 悪い 方の 自我と 合体され つ つ ある 

と いう ことで ある。 

この 一 一 者のう ち、 今 こそ 私 は どちら か を 選ばな けれ 

ばなら ぬの だと 感じた。 私の 二つの 本性 は 記憶力 を 共 

通に している が、 他の すべての 能力 は 両者の 間に 非常 

に 不平等に 分れて いた。 ジ— キル (混合物で あると こ 

ろの) は、 時には 非常に 過敏な 懸念 を もって、 時には 

貪る ような 興味 を 以て、 ハイドの 快楽 や 冒険 を 計画し、 

それ を 一し よに やった。 けれども ハイド はジ ー キルに 



そうだ、 私 は、 友人た ちに 取り かこまれて 立派な 希 

望 を 抱いて はいる、 中年 過ぎの 不満な 博士の 方を択 び、 

ハイドの 変装で 私が 享楽した 自由 や、 若さ や、 軽い 足 

取り や、 躍る ような 鼓動 や、 秘密の 快楽に、 きっぱり 

と 別れ を 告げた の だ。 私 はこの 選択 をした けれども、 

それに はた ぶん 無意識の うちに 幾らかの 保留 を 残して 

おいた のであろう。 なぜなら、 私 は ソホ— の 家 を 引 払 

おうと もしなかった し、 また エド ヮ —ド. ハイドの 衣 

服 を 放棄しょう ともせず、 それ を やはり 書斎に 用意し 

ておいた からで ある。 しかし、 二 力 月の 間 は、 私 は そ 

の 決心に 忠実であった。 二 力 月の 間 は、 私 は、 それ ま 



でに なかった ほど 謹厳な 生活 を 送リ、 その 報償と して 

良心に ほめられた。 けれどう 〔# 「けれどう」 は ママ r 

時が たつに したが つてとう とう 私の 恐怖 は その 生々 し 

さが だんだん 失われる ようになり、 良心の 賞讃も あた 

り まえの ことのよう になって きた。 私 は、 自由 を 求め 

て もがいて いる ハイドの それの ような 苦悶と 切望と に 

悩まされ 始めた。 そして、 とうとう、 道徳心の 衰えて 

いる 時に、 もう 一 度 あの 変身 薬 を 調合して 飲んだ ので 

ある。 

大酒 家が 自分の 悪習に ついて 自分で 理屈 をつ ける と 

き、 彼が その 獣の ような 肉体的 無感覚の ためにお かす 



危険の こと を、 五 百度に 一度で も 気に かける ことがあ 

ろうと は、 私 は 思わない。 私 もまた 自分の 立場 を 永い 

こと 考えて はいた けれども、 エド ヮ ード- ハイドの 主 

要な 性格で あると ころの、 完全な 道徳的の 無感覚と、 

いつでも 悪 を 行おうと する 狂暴 性と を、 十分に 考えて 

みた ことがなかった。 けれども、 私が 罰せられ たの は、 

そういう 性格に よってで あつたの だ。 私の 悪魔 は 久し 

く 閉じ こめられ ていたの だが、 それが 唸りながら 出て 

きた。 私 は、 その 薬 を 飲んだ 時で さえ、 これまでより 

も 一 そう 放縦な 一 そう 猛烈な、 悪 をな そうとし ている 

こと を 意識した。 私の 不幸な 被害者の ていねいな 言葉 



翌日、 その 殺人 を 見下ろし ていた 者が あった こと、 

ハイドが その 犯罪 をした の だとい うこと が 世間に 知れ 

わたって いる こと、 また その 被害者が 世に 重んぜられ 

ている 人であった こと、 などの 報道が された。 それ は 

単に 犯罪で はなく、 悲惨な 愚かな 行為で あつたの だ。 

私 は それ を 知る と 喜んだ と 思う。 私 は、 自分の 善い 方 

の 衝動が 処刑台 を 恐れる 心に よ つ て、 このように 支え 

られ 護ら れ ている こと を、 喜んだ と 思う。 ジ— キル は 

のがれ まち 

いまや 私の 逃 遁の邑 で * あった。 ハイドが ちょっとで 

も 顔 を だそう ものなら ば、 彼 を 捕えて 殺す ために、 す 

ベ ての 人々 の 手が 挙げられる であろう。 



みくびり、 義務の 束縛が 解かれた のに 気がつき はじめ 

た。 私 は 下 を 見た。 私の 衣服 は 縮まった 手足に だら り 

と 垂れさが リ、 膝の 上に 載って いる 手 は 筋張って 毛 だ 

ら けだった。 私 はまた もや エド ヮ ー ド. ハイドに なつ 

ている の だ。 一瞬 前まで は 私 は 確かにす ベての 人の 尊 

敬 を 受けて、 富み、 愛されて いたし、 —— 家の 食堂に 

は 私の ために 食事の 支度が してあった。 ところが 今 は、 

私 は、 狩り立てられ ていて、 家 もな く、 あらゆる 人々 

からの お尋ね者で、 世間に 知れ わたった 人殺しで、 絞 

首 台 へ 送られる 人間な のであった。 

私の 理性 はぐらつ いた。 が、 すっかり なくなり はし 



なかった。 私が これまで 何度も 気がつい ている ことで 

あるが、 私が 第二の 性格に なって いる 時には、 私の い 

ろい ろの 機能 はき わめて 鋭くな り、 元気 は 一そう 弾力 

性 を もってくる ように 思われた。 そういう わけで、 

ジ ー キルなら 多分まい つてし まうよう な 場合で も、 ハ 

イド は その 時の 急場 をし のぐ ことができ るので あ つ た _ 

例の 薬 は、 書斎の 戸棚の 一 つの 中に あった。 どうした 

ら それ を 手に入れられ るだろう か？ それが (顳顬 を 

両手で 押しつけながら) 私の 解きに かかった 問題で 

あった。 実験室の 戸口 は 私が 閉めて しまった。 もし 私 

が 住居の 方から 入ろうと すれば、 私の 召使た ち は 私 (ハ 



イド) を 絞首台に 引渡そう とする だろう。 私 は 人手 を 

借りなければ ならない こと を 知って、 ラニヨン のこと 

を 思った。 どうしたら 彼の もとへ 行ける だろう か？ 

どうして 彼 を 説きつ ける ことができ ようか？ 私が 街 

路で 捕えられる こと を 免れた としても、 どうして 私 は 

彼の 前まで 行ける だろう か？ また、 どうして 未知の 

不愉快な 訪問者で ある 私が、 あの 有名な 医者 を 説き ふ 

せて、 彼の 同僚で ある ジ ー キル 博士の 研究室 を さがさ 

せる ことができ ようか？ その 時、 私 は 自分の いま ま 

での 特質の 中で、 ただ 一 つの 部分 だけが そのまま、 自 

分に 残って いる こと を 思い出した。 私 は 自分自身の 手 



跡で 字 を 書く ことができ るの だ。 そして、 一度 この 

ぱっと 燃え あがる 閃き を 認める と、 私のと るべき 道 は 

端から 端まで 照ら しだされた。 

そこで、 私 は できるだけ よく 服装 をと とのえ、 通リ 

すがりの 貸 馬車 を 呼んで、 自分が 何気なく その 名 を 憶 

えていた ポ— ト ランド 街の ある ホテルに 走らせた。 私 

の 姿 (それ は、 その 衣服が どんな 悲惨な 運命 を 包んで 

いたにしても、 実際ず いぶん 滑稽な ものであった) を 

見る と、 馭者 はふき 出して しまった。 私 は 烈しく 怒つ 

て 馭者に むかって 歯ぎ しり をした。 すると 彼の 笑い は 

消えた。 —— これ は 彼に とって は 仕合わせで あつたが、 



も 心 も 力なく 衰えて、 ただもう 自分の分 身に 対する 恐 

怖と いう 一 つの 思いだ けに 心 を 奪われて いた。 しかし、 

眠った 時と か、 薬の 効能が 消えて しまった 時と かに は、 

私 はいきな リ、 なんの 手数 も かけずに (なぜなら 変身 

の 苦痛 は 日毎に 少なくな つてき ていたので)、 恐怖の 

幻影に 充 ちた 空想と、 理由の ない 憎悪で 沸きた つ 心と、 

荒れく るう 生命力と を容れ るに して はそう 強く もな さ 

そうな 体との 持主に なって しまう のであった。 ハイド 

の いろいろの 能力 はジ— キルが 衰弱す るのと 並行して 

ますます 強くな つてく るよう に 思われた。 そして、 確 

かにい まやこの 二人 を 仲違い させて いる 憎悪 は 両方と 



いが II 一 種の 心の 無感覚、 一 種の 絶望的な 諦め を 

もってき た。 そして、 この 懲罰 は、 いま 私に 振り かかつ 

ている 最後の 災難がなかったならば、 まだまだ 何年 も 

続いた ことであろう。 ところが、 その 災難 は 私自身の 

顔 や 性質 を 私から 永久に 切り はなして しまったの であ 

る。 私の 塩 剤の 貯え は、 はじめの 実験 以来 一度 も 新し 

く 買い入れた ことがなかった が、 それが だんだんと 少 

なくなつ てきた。 私 は 新しい の を取リ よせ、 薬 を 調合 

した。 すると 沸騰が おこって、 第一 回の 変色 はあった 

が、 二回 目の 変色が おこらなかった。 私 は それ を 飲ん 

だが、 それ は 効きめ がなかった。 私が どんなに ロンド 



ン じゅう を さがし 回らせた か、 君 はプ— ル から 聞けば 

わかる であろう。 それ も 無駄であった。 それで、 私 は、 

自分の 最初に 手に入れ たのが 不純であって、 あの 薬に 

効験 を 与えた の は、 その 未知の 不純 性で あつたの だと、 

今では 確信して いる。 

それから ざっと 一週間た つた。 そして 私 はい ま、 あ 

の 前の 散薬の 最後の 分の 効力に よって この 陳述書 を 書 

き 終ろうと している ので ある。 だから、 ヘン リ— • ジ— 

キルが 自分自身の 考え を 考え 自分自身の 顔 (今 はなん 

とひ どく 変った ことであろう！) を 鏡の 中に 見る こと 

がで きる の は、 奇跡で も 起こらない かぎり、 これが 最 



を 変え、 彼 をお し 潰して しまった。 今から 半時 間 もた 

てば、 私 は 再び、 そして 永久に、 あの 憎み 嫌われる 人 

間に 変って いるで あろうが、 その ときには、 私が 椅子 

に 腰かけて どんなに 震えて 泣いて いるか、 または、 ど 

ん なに 耳 をす まして 極度に 張りつ めた 恐怖の ために 無 

我 夢中に なって、 この 室 (この 世での 私の 最後の 避難 

所) を あちこちと 歩きながら、 自分 を 脅かす すべての 

物音に 聴き 耳 を 立てて いるかと いう こと を、 私 は 知つ 

ている の だ。 ハイド は 処刑台 上で 死ぬ だろう か？ そ 

れ とも 最後の 瞬間に な つ て 逃れる だけの 勇気が ある だ 

ろうか？ それ は 神 さま だけが ご存じで ある。 私 は ど 



ちらで も かまわない。 これが 私の 臨終の 時な の だ。 そ 

して これから 先にお こる こと は 私 以外の 者に 関する こ 

となの だ。 だから、 ここで 私が ペン をお いて この 告白 

を 封緘しょう とするとき、 私 は あの 不幸な ヘン リ —- 

ジ ー キルの 生涯 を 終らせる ので ある。 



七 頁 力 インの 主義 力 イン は アダムの 長子で、 弟 

アベル を 殺した 男。 旧約聖書 創世記 第 四 章 第 八 I 

九 節に 「彼等 野に おりけ る 時、 力 イン その 弟 アベ 

ルに 起ち かかりて、 これ を 殺せり。 エホバ、 カイ 

ンに 言いた まいけ る は、 汝の弟 アベル はいず こに 

まもりて 

おる や、 彼 言う、 我知らず、 我 あに 我が 弟の 守 者 

ならん や、」 と あるので、 ここに アッタス ンが 「力 

インの 主義」 と 言った の は、 知っていて 知らぬ 振 

り をす る こと を 意味した ので ある。 



たという 人物。 

八 九 頁 あの フィリッパ ィの 囚人の ように フィ 

リツ パイ は 昔の マケドニアの 都巿、 聖書の ピリ ピ 

であって、 この 「フィリッパ ィの 囚人」 は バウ 口 

とシ ラスと を さす。 使徒 パゥ 口と シ ラスと がフィ 

リツ パイに 伝道に 赴き、 その 地で 投獄 せられた。 

「夜半 ごろ バウ 口と シ ラスと 祈りて 神 を 賛美す る 

を 囚人ら 聞きいた るに、 俄かに 大 いなる 地震お こ 

りて、 牢 舎の 基 ふるい 動き、 その 戸 たちどころに 

なわめ 

皆 ひらけ、 すべての 囚人の 縲絨 とけたり、」 と 新約 

聖書 使徒行伝 第 十六 章 第一 一十 五 I 六 節に 記されて 



s 兌 

魚 llll 口 

r ジ ー キル 博士と ハイド 氏」 は、 単に 固有名詞 として 

のみならず、 二重 性格 を 意味す る 普通名詞 としても 亦 • 

普く 世界中に 知られて いるく らいに、 有名な 小説で あ 

る。 原作の 標題 は "The Strange Case of Dr. Jekyll 

Sid Mr. Hydp (「ジ —キル 博士と ハイド 氏の 怪事件」) 

であって、 ロバ— ト • ル— イス • ス ティ— ヴ ンスン ( 一 

八 五 〇| 一 八 九 四) の 一 八 八 五 年の 作、 翌 一 八 八 六 年 

一 月に 初めて 出版され たもので ある。 

この 作の 創作 過程に ついては、 既に 種々 の 伝説が 存 



の 出現が 世に 迎えられた 時 も それの 最初の 出版から 一 

年間に 売られた 部数 は 約 五 千に 過ぎな か つ たが、 「ジ— 

キル 博士と ハイド 氏の 怪事件」 は 数 力 月に して 五 万 部 

を 売り、 更に 大西洋 を 越えて アメリカに おいても ポ ー 

に 比されて 直ちに 歓迎され た。 そして 今日に おいて は 

前述の 如く、 全世界に おいて 「ジ— キル 博士と ハイド 

氏」 または 「ジ— キルと ハイド」 と 言えば 二重人格 を 

意味す るく らいに 一 般的 とな つ ている ので ある。 

作 そのものに ついては 茲に 解説し ない。 ェ ドガ—. 

ァ ラン • ポ— の 「ゥ イリヤ ム • ウィルス ン」、 ォス 力— - 

ワイルドの 「ド ー リア ン • グレ— の 肖像画」 などと 共 



に、 この種の 文学と して は 世界的 古典と なって いるが、 

それらとの 比較 も 読者に と つ て 興味 ある 題目で ある だ 

ろう。 

この 翻訳 は 訳者 所蔵の 一 八 八 六 年 ロング マンズ、 グ 

リ ー ン社 発行の 初版 本に 拠って なした。 この 書 は 同年 

発行の 後の 版 を 蔵して おられる 巿河 博士の 折紙 付きで、 

その 見返しの 裏に 鉛筆で 書き込んで あるよう に、 今日 

では あるいは "first edition, scarce" (初版、 稀 覯」) の 

書の 部類の 片隅に 入る かも 知れない。 薄茶 色の クロ ー 

ス 表紙の 本で ある。 しかし、 後に 改版の 際に 多少 改訂 



された 個所 は、 大体 その 訂正 を 採った。 

訳文 中に 傍点 を 付して ある 部分 は、 原文に おいて 強 

調の 意味 を 以て 斜体 活字で 印刷され ている 語で あり、 

圏点 を 付して あるの は、 同じく 強調の 意味で 頭文字 だ 

けで 印刷され ている 語で ある。 

ジ ー キル (または ジェ キルと も 発音され るか) のジ 

にヂを 用いな いのは、 ディの 音が わが国で は ラジオの 

如く 屢々 ヂと 発音され 且つ 書かれる ので、 それと 区別 

する ためで ある。 エド ヮ ー ド、 リ チヤ— ド 等の 発音 は 

わが国に おける 従来の 慣用に 従った。 

訳文 中の 数個の 語句に つ いて 巻末に 簡単な 注 を 付し 



たが、 注 は 一 々読まれなくても 差支えない。 

尚、 この 原作が 献 せられて いる キャサリン • ディ- 

マツ トス 夫人 は 作者の 従妹であって、 献 詩の ヒ ー スの 

生い茂り 風 吹き荒ぶ 北国 は 彼等の 故郷 スコットランド 

を さすので ある。 

一 九 四 〇 年 十 一 月 

佐々 木 直次郎 
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